
日本で史上最も売れたネットビジネスの王道教材 
「ネットビジネス大百科」を完全にリニューアルし、 
これから先１０年間のビジネスの王道を示した 

至上の教材をリリースします。 

ネットビジネス大百科２ 
これからのビジネスの“結論” 

和佐大輔・木坂健宣 

“結論”から先にお見せします。 
もうすぐ２０１８年も終わり、２０１９年には平成という時代
も終わりを迎えます。 

時代はこの１０年間で明らかに変わり、そしてさらにこれから
の１０年間でもっと激しく変化するはずです。 

そんな変化の予兆を恐らくあなたも感じていると思いますが、 
あなたはこれから先１０年間のビジネスがどうなるのか、 
正確に予測することはできますか？ 

つまり、どんなビジネスが生き残り、どんなビジネスが消え、 
どんなビジネスが流行るのか？ 



そして、具体的に自分にどう落とし込めばいいのか？ 

これを正確に理解できている人は恐らくほとんどいない 
でしょう。 

でも、なんとなく、 

「今までのオールドスタイルのビジネスでは、 
　この先、どうやっても立ち行かなくなるだろうな」 

という予感はあるはずです。 

例えば、 

・ゴリゴリのDRMビジネス 
・コピーライティング至上主義 
・超合理的なWEB広告屋 
・SEO特化型のWEBメディア 
・リピーターゼロのプロダクトローンチ 
・メルマガアフィリエイター 
・SNSを使った1 to 1マーケティング 
・キラキラライフスタイル起業家 
etc… 

どれもこれまでの時代で隆盛を極めてきたビジネスや人種 
ですが、果たしてこれからの１０年間にも通用するのでしょう
か？ 



結論から言えば、 

「彼ら（彼女ら）は全員、近い将来、消えます」 

もはやこれからの時代はオールドスタイルなビジネスでは、 
生き残っていくことさえも困難なのです。 

「費用対効果」で考えるか、 
「コミュニティ」で考えるか？ 

彼らが決定的に生き残れない理由を挙げるとすれば、 
それは、 

「何でも費用対効果という発想で考えているから」 

です。 

これは一見、これまでのマーケティングの価値観からすれば正
しい価値観のようにも見えますが、「これまでのマーケティン
グの価値観」そのものが今まさにアップデートされようとして
いるのです。 

費用対効果で考えることをここではわかりやすく 
「科学的マーケティング」と呼びましょう。 



一方で、これからの時代のマーケティングというのは、 
単純な費用対効果ではなく、 

「コミュニティの強度」 

を指標にして考えていくものになります。 

つまり、 

「強いコミュニティ」 

これができていれば、マーケティングの役割は果たせていて、 
ビジネスは強いコミュニティを作るためのものになるのです。 

これをここではわかりやすく 
「強いコミュニティづくり」と呼びましょう 
（「コミュニティマーケティング」だと語弊があるので）。 

さて、 

「科学的マーケティング」と 
「強いコミュニティづくり」 

この２つのマインドセットの違いが、具体的にこれからの 
ビジネスにとってどのような影響を生むのか？問題はこれです。

例えば、 



【科学的マーケティングのこれまで】 
・コピーライティング至上主義 
・DRM至上主義 
・バックエンド至上主義 
・広告至上主義 
・セールス至上主義 
・1 to 1マーケティング至上主義 
・ファンタジー至上主義 
・売上至上主義 

などなど、科学的マーケティングのこれまでの歴史では、 
様々な至上主義が生まれましたが、その全ての目的は、 

「費用対効果を高める」 

ということでした。 

コピーライティングに力を入れるのは成約率を上げるため、 
高額なバックエンドを売るのは利益率を増やすため、 
セミナーセールスや1 to 1マーケティングに力を入れるのも、 
キラキラ・ギラギラしたライフスタイルを見せてファンタジー
を売るのも、全ては「費用対効果」というたった１つの 
目的のためでした。 

ある意味これはしょうがないことですよね？ 

なぜなら、 



「費用対効果が悪いから、過激にならざるをえない」 

ということですから。 

だから科学的マーケティングを原理としてビジネスをやる限り、
「詐欺の一歩手前」までは頑張って当然なのです。 

ブレーキが壊れてしまった人たちは、完全な詐欺で逮捕された
りしていますが、残念ながら大なり小なり、科学的マーケティ
ングは「詐欺の手法」を使っているのです。 

実際、優秀なマーケッターほど心理学や宗教、戦争や政治、 
プロパガンダといった分野を多く学び、その知識を使って、 
「人間の抗いようのない本能」に訴えかけるわけです。 

実行する人間の人間性によっては洗脳や詐欺になり、 
一方で、新しい可能性に気づかせてくれる教育的なマーケティ
ングにもなりえたのです。 

化学的マーケティング＝悪魔のマーケティング 

と言ってもいいかもしれませんね。 

そしてこの科学的マーケティングの行き着く先は、 

【科学的マーケティングのこれから】 
・リピーターゼロ 
・広告費の高騰 



・そもそも読まれもしない 
・クレームばかりになる 
・利益率が激減 

という未来につながっています。 

例えば、広告費が高騰して、反応率が下がったら、 
あなたならどうしようと思いますか？ 

当然ですが、 

・もっと頑張って売ろうとする（セールスの激化） 
・もっと種類を増やそうとする（セールス頻度が上がる） 

ということになります。 

「セールスを強める」ということは、 
「嘘を強める」ということとほぼ同義なので、 
こーゆーことを続けていると、 

「お客さんがリピートしなくなる」 

という現象が起こります。 

リピートしなくなったら当然利益率も下がり、利益率が下がる
と広告に回す予算もなくなって、悪循環に陥っていくのです。 

これが“今はまだ”大丈夫だとしても、科学的マーケティングを 



追求するビジネスが、ほぼ必ず陥る未来です。 

市場によっては問題が顕在化するタイミングが遅い場合も 
あるでしょうが、これはほぼ例外なくどの市場でも起こる 
ことなのです。 

悪魔のマーケティングは確かに強力ですが、 
その力にみんなが気付き始め、騙していることがバレたら、 
もう何のパワーもないのです。 

これからの時代というのは、科学的マーケティングが、 
悪魔のマーケティングだとみんなが気付き始める時代だと 
いうことです。 

SNSですぐに嘘がバレてしまう。 

嘘で嘘を塗り固めていくと、もう取り返しのつかない 
ところまで行ってしまうのです。 

ちょうど今、プロダクトローンチ界隈はそうなって 
きていますよね？ 

「売上の大きさ」をとにかく大きく見せて、派手に派手に 
やってきた結果、売上が小さくなってきたことが言い出せず、 
方向転換が難しくなっている。 

だから１年前はイケイケだった人が、今となっては見る影も 
ないということがよく起こっているわけです。 



では一方で、 

「強いコミュニティづくり」 

をした場合のビジネスはどうなるでしょうか？ 

【強いコミュニティづくりのこれから】 
・リピーターが多い 
・広告費がほぼかからない 
・利益率が極めて高い 
・売上や規模はどうでもいい 
・ 
















































































